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（ 児 童 学 科 講 師 ）

本 稿 で は ，1948 年 刊 ⾏ の 保 育 要 領 か ら 現 ⾏ の 教 育 要 領 や 保 育 指 針 ，教 育 ・ 保 育 要 領 ま で の 健 康 領 域 の 位 置

づ け に つ い て 明 ら か に す る と と も に ， 学 校 教 育 に お け る 領 域 「 健 康 」 の ね ら い 及 び 内 容 に 特 に 関 連 が あ る

体 育 科 領 域 「 体 つ く り 運 動 」 に つ い て 焦 点 を あ て ， 保 幼 ⼩ 接 続 の 可 能 性 に つ い て 整 理 す る こ と を ⽬ 的 と し

た 。幼 児 及 び 児 童 ⽣ 徒 に と っ て ，主 体 的 で 対 話 的 な 教 育・保 育 ，授 業 づ く り が 重 要 で あ り ，将 来 の 豊 か な ス

ポ ー ツ ラ イ フ の 実 現 に 向 け ， 多 様 な 運 動 経 験 の 獲 得 及 び そ れ ぞ れ が 明 確 な め あ て を 持 ち ， そ の 達 成 に 向 か

っ て ， ⾃ ⾝ の ペ ー ス で 場 や ル ー ル を ⼯ 夫 し な が ら 友 達 と と も に 学 び 合 う 環 境 の 提 供 が 求 め ら れ て い る こ と

が ⽰ 唆 さ れ た 。

キ ー ワ ー ド ： 領 域 「 健 康 」， 保 幼 ⼩ 連 携 ， 体 育 ， 保 育 内 容 の 変 遷
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乳児保育(0歳児) 1歳以上3歳未満児の保育 3歳以上児の保育

健やかに伸び伸びと育つ

健康な心と体を育て、自ら健康で安全

な生活をつくり出す基盤を培う。

(ア)ねらい

1.身体感覚が育ち、快適な環境に心地よさを

感じる。

2.伸び伸びと体を動かし、はう、歩くなどの

運動をしようとする。

3.食事、睡眠等の生活のリズムの感覚が芽生

える。

(ア)ねらい

1.明るく伸び伸びと生活し、自分から体を動

かすことを楽しむ。

2.自分の体を十分に動かし、様々な動きをし

ようとする。

3.健康、安全な生活に必要な習慣に気付き、

自分でしてみようとする気持ちが育つ。

(ア)ねらい

1.明るく伸び伸びと行動し、充実感を味わ

う。

2.自分の体を十分に動かし、進んで運動しよ

うとする。

3.健康、安全な生活に必要な習慣や態度を身

に付け、見通しをもって行動する。

健康

健康な心と体を育て、自ら健康で安全な生活をつくり出す力を養う。

表1　保育所保育指針　第2章　保育の内容「健康」

(出典：厚生労働省　平成29年3月告示　「保育所保育指針」より一部改変)
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表2　幼児期の終わりまでに育ってほしい姿

(1)健康な心と体

(2)自立心

(3)協同性

(4)道徳性・規範意識の芽生え

(5)社会生活との関わり

(6)思考力の芽生え

(7)自然との関わり・生命尊重

(8)数量や図形,標識や文字などへの関心・感覚

(9)言葉による伝え合い

(10)豊かな感性と表現

(出典：厚生労働省　平成29年3月告示「保育所保育指針」)
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⾔ う

学年 小1.2 小3.4 入学年次の次の年次以降

領域 体つくりの運動遊び 体つくりの運動遊び 体つくりの運動

・体を動かす楽しさや心地よさを味わ

う

・体つくり運動の行い方や体力の構成

要素を理解する

・実生活への取り入れ方などを理解す

る

・自己の体力や生活に応じた継続的な

運動の計画を立て実生活に役立てる

体ほぐしの運動遊び 体ほぐしの運動 体ほぐしの運動

・手軽な運動を行う

・心と体は互いに影響し変化すること

や心身の状態に気付く

・仲間と主体的に関わり合う

多様な動きをつくる運動遊び 多様な動きをつくる運動 実生活に生かす運動の計画

・体のバランスをとる動き

・体を移動する動き

・用具を操作する動き

・力試しの動き

・体のバランスをとる動き

・体を移動する動き

・用具を操作する動き

・力試しの動き

・上記動きを組み合わせる

・健康の保持増進

・調和のとれた体力の向上を図る

・継続的な運動の計画を立て取り組む

思考力,判

断力,表現

力等

・体をほぐしたり多様な動きを

つくる遊び方を工夫する

・考えたことを友達に伝える

・自己の課題を見付ける

・解決のための活動を工夫する

・考えたことを友達に伝える

・生涯にわたって運動を豊かに継続す

るための自己や仲間の課題を発見する

・合理的計画的な解決に向けて取り組

み方を工夫する

・自己や仲間の考えたことを他者に伝

える

学びに向

かう力,人

間性等

・運動遊びに進んで取り組む

・きまりを守り誰とでも仲よく

運動

・場の安全に気付く

・運動に進んで取り組む

・きまりを守り誰とでも仲よく

運動

・友達の考えを認める

・場や用具の安全に気を付ける

・体つくり運動に主体的に取り組む

・互いに助け合い高め合おうとする

・一人一人の違いに応じた動きなどを

大切にしようとする

・合意形成に貢献しようとする

・健康・安全を確保する

表3 「体つくり運動」領域の12年間の内容

(出典：文部科学省 平成29年告示「小学校学習指導要領解説」、「中学校学習指導要領解説保健体育編」、平成30年告示「高等学校学習指導要領保健体育編・体育編」より一部改変)

・運動に積極的に取り組む

・約束を守り助け合って運動

・仲間の考えや取組を認める

・場や用具の安全に気を配る

・体つくり運動に積極的に取り組む

・仲間の学習を援助しようとする

・一人一人の違いに応じた動きを認

めようとする

・話合いに参加しようとする

・健康・安全に気を配る

・体つくり運動に自主的に取り組む

・互いに助け合い教え合おうとする

・一人一人の違いに応じた動きなどを大切

にしようとする

・話合いに貢献しようとする

・健康・安全を確保する

体の動きを高める運動 実生活に生かす運動の計画

・自己の体の状態や体力に応じ

た運動の行い方を工夫する

・自己や仲間の考えたことを他

者に伝える

・自己の課題を発見する

・合理的な解決に向けて運動の取り

組み方を工夫する

・自己や仲間の考えたことを他者に

伝える

・自己や仲間の課題を発見する

・合理的な解決に向けて運動の取り組み方

を工夫する

・自己や仲間の考えたことを他者に伝える

・体の柔らかさ

・巧みな動き

・力強い動き

・動きを持続する能力を高める

・体の柔らかさ

・巧みな動き

・力強い動き

・動きを持続する能力を高める

・上記動きを組み合わせる

・健康の保持増進

・調和のとれた体力の向上を図る

・運動の計画を立て取り組む

知識及び

運動

・運動遊びの楽しさに触れる

・運動遊びの行い方を知る

・体を動かす心地よさを味わう

・基本的な動きを身に付ける

・運動の楽しさや喜びを味わう

行い方を理解する

・体を動かす心地よさを味わう

・体の動きを高める

・体を動かす楽しさや心地よさを味

わう

・体つくり運動の意義と行い方を理

解する

・体の動きを高める方法を理解する

・目的に適した運動を身に付け組み

合わせる

・体を動かす楽しさや心地よさを味わう

・運動を継続する意義や体の構造や運動の

原則を理解する

・健康の保持増進や体力の向上を目指す

・目的に適した運動の計画を立て取り組む

体ほぐしの運動 体ほぐしの運動 体ほぐしの運動

・手軽な運動遊び

・心と体の変化に気付く

・みんなで関わり合う

・手軽な運動を行う

・心と体との関係に気付く

・仲間と関わり合う

・手軽な運動を行う

・心と体との関係や心身の状態に気

付く

・仲間と積極的に関わり合う

・手軽な運動を行う

・心と体は互いに影響し変化することや心

身の状態に気付く

・仲間と自主的に関わり合う

体の動きを高める運動

小5.6 中1.2 中3.高校入学次

体つくりの運動 体つくりの運動 体つくりの運動
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ステップ0 ステップ1 ステップ2 ステップ3 ステップ4 未設置

2012年 10.7% 8.7% 62.1% 13.8% 3.2% 1.5%

n=1,742 (187) (151) (1082) (240) (55) (27)
2019年 6.7% 5.8% 50.6% 26.5% 9.5% 1.0%

n=1,715 (115) (99) (867) (454) (163) (17)

表4　「幼小連携・接続」における市町村ごとの推移状況

(出典：文部科学省「幼児教育実態調査」より2013年及び2020年一部改変)
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